私ってAIDS？AIDSの症状とは。
こんにちは。私「プレゼンター職」担当の「プレゼンター名」と申します。 「私ってAIDS？AIDSの症状とは。」のビデオをご覧いただきありがとうございます。
このビデオではHIV感染後の終末期に現れるAIDSの症状についてお話します。 私たちは、AIDSを発症していてもそのことに気付いていない方が、このビデオを見て、医者にかかり、検査を受けることを願っています。 皆さんのお友達でこれから説明する症状を訴えている人がいましたら、医者に診てもらうことを勧めてください。
このビデオは、あなたが医師に掛って、診断を受ける代わりにはなりません。
 体の具合が悪い時には、医師の診察を予約して、その症状を診断してもらってください。 定期健康診断は、深刻になりうる様々な病気を早期診断する上で重要です。
AIDSとは、後天性免疫不全症候群の略で、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）が病原となっています。 HIV感染者10人のうち4人から9人は、感染直後にHIV感染の症状を一時的に訴えます。 HIV感染初期の症状については、「HIVに感染したかも？HIV感染初期の症状」のビデオで解説しています。
多くの人は、HIV感染初期の症状を認識していません。 たとえ認識していたとしても、医師は通常、HIVが原因であることに気が付きませんし、症状もすぐになくなります。 HIV感染者には、何年もの間、体調不良を起こす症状が見られないことがあります。 先進国に住むHIV陽性者は、平均にして10年、中にはそれ以上長くAIDSが発症するまで健康に過ごす人がいます。 HIVに感染した可能性があっても、本人はそれに気付くことすらできません。
通常の検査で、HIV陽性と判定されるには、感染してから最長6ヶ月かかることがあります。 HIVの感染後は、その人が検査でHIV陽性と判定される前であっても、他の人にウイルスをうつしてしまう可能性があります。 HIVの感染経路や、HIVの感染または拡大リスクの減らし方については、「HIVとAIDSの基礎知識」のビデオで解説しています。
人は、HIVに感染すると、感染症と闘うはずの免疫システムがウイスルの攻撃を受けるようになります。 特にHIVは、CD4細胞と呼ばれている白血球を攻撃します。
HIVの非感染者には、CD4細胞がおよそ800個から1000個あります。 HIVが感染者の体に十分なダメージを与えると、この細胞数は低減してしまい、健康であれば撃退できる感染症に対して、感染者は脆弱になります。 治療薬の服用をはじめとするAIDS治療なしでは、死に至るかもしれません。
まずHIV感染症の診断を受けて、次にAIDSと診断される時には、感染患者のCD4細胞数が200個以下に減少するか、感染症が発症して、体の病気と闘う能力を低下させる、日和見感染にかかります。
では、AIDS感染者が一般的に発症する症状とは、どんなものなのでしょか。 米国疾病予防管理センターによると、その症状は、
＊　体重の激減
＊　空咳
＊　発熱の繰り返しまたは多量の寝汗
＊　強い倦怠感および原因不明の倦怠感
＊　脇の下、脚の付け根、または首にあるリンパ腺の腫れ
＊　１週間以上継続する下痢
＊　舌や口の中、喉にできる白い斑点や変わったしみ
＊　肺炎
＊　皮膚の表面や表面下、または、口、鼻、瞼の中にできる赤茶、ピンクまたは紫色っぽい斑点
＊　物忘れ、憂鬱感、その他神経疾患　　となっています。
それでは、以上の症状が１つでも出ていれば、HIVに感染していたり、AIDSが発症していると、必ずしもいえるのでしょうか。 そうとはいえません。このような症状を１つ以上伴う一般の病気はたくさんあります。 例えば、発熱やのどの痛みを訴える人のほとんどは、風邪やインフルエンザ、単核球症などの一般的な病気にかかっているのでしょう。 ですので、パニックしないでください。 ですが、先にお伝えした症状があって、HIVに感染した可能性が少しでもあるのであれば、医者に掛ってHIV検査を受けさせてもらうべきです。
では、先の症状が全くない場合は、それでHIVに感染していないことを証明できるのでしょうか。 それはできません。HIV感染症の初期症状が全くなかったり、AIDSが発症していないからといって、自分はHIV陰性だと決めつけないでください。 米国疾病予防管理センターは、HIVに感染した可能性のあるなしにかかわらず、通院の際におけるHIV検査の受検をすべての成人に勧めています。
先の症状があって医者に掛る時は、HIVに感染したかもしれない危険因子を医師に伝えることと検査を受けることが非常に大切です。 米国疾病予防管理センターは患者にHIV検査の受検を勧めていても、医師は患者の検査を考慮していないかもしれません。 これまでに無防備な性交渉を一度でもしたり、薬物注射を行ったり、または、HIVの初期感染症状が出ているかもしれないと思ったら、そのことを医師に伝え、HIVの検査を受けさせてもらうようにしてください。
検査を受けることで、自分自身や周囲にいる人を守りましょう。 HIV検査をまだ受けていないという方は、ぜひ検査を受けてください。 もし性交渉を続けているのであれば、安全な性行為を実践して、感染拡大のリスクを減らしましょう。 HIVに感染した心当たりがあって、AIDSの症状と同様の症状がある場合は、すぐに医者に掛って、HIV検査をその日に受けさせてもらうようにしてください。 プレゼンターの【PRESENTER NAME】でした。
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